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香

日
本・
香
港
関
係
史

今
日
の
香
港
に
お
け
る
日
本の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
き

わ
め
て
大
きい。
香
潜・品
と
九
竜
市
街
地
を
結
ぶ
ス

タ
1・
フェ
pー
に
乗っ
て
海
か
ら
香
港
の
繁
義
街

を
望
み 、
日
本の
代
表
的
企
業の
広
告
や、不
オ
ン
を

一
瞥し
た
だ
け
で
も、
香
港
が
日
本
とい
か
に
密
接

港
・
？

山刷印

;p 

IV 

明
日
の
香
港
と
中
国

④

な
結
び
つ
き
を
もっ
て
い
る
か
は
歴
然
と
す
る。
街

に
は
日
本
商
品
が
あ
ふ
れ、
日
本の
商
社
や
銀
行 、

各
種
メ
ーカ
ー
な
ど
の
駐
在
員
が
そ
の
優
秀
な
能
力

をフ
ル
回
転
さ
せ
て
忙
し
く
動
き
ま
わっ
て
い
る。

と
く
に
中
国
が
「
開
放」
経
済
体
制
に
移
行し
た

今
日、
日
本
企
業に
とっ
て
香
港は、
「
開
放」
中

国へ
の
直
接
の
入
路（の曲再開
場
畠）
に
も
なっ
て
い

る。
在
留
邦
人
約一
万 、
一
日
平
均
の
日
本
人
観
光

客
約
千五
百
人
とい
う
数
も 、
土
地
が
狭い
と
と
ろ

濃
く
し
て
ν、 II
る 香。 港の

な
か
の
日
本
を ’
νも

き
お
ν、

色

ζ
の
よ
うな
香
楢
が
日
本
と
最
初の
関
係
を
形
成

し
た
の
は、
台
く
弘
化二（一
八
四
五）
年 、
イ
ギ
リ

ス
の
香
港’品
領
有四
年
自
に
日
本の
漂
流
漁
民
四
人

がマ
カ
オ
か
ら
移
り
住
ん
だ
と
き
だ
と
推
定
さ
れ、

うち
二
人
は
大
阪
川
民
の
出
身 、
一
人
は
肥
前
日
の

津の
出
身 、
残
る一
人
は
尾
張
名
古
屋
出
身の
漁
民

だっ
た
とい
わ
れて
い
る。

香
潜
と
日
本
と
の
関
係
の
と
うし
た
古い
史
実
が

残
さ
れて
い
る
の
は、
わ
が
外
務
省の
奥
田
乙
治
郎

3
記
生
の
功
績に
よ
る
も
の
で
あ
る。
奥
田
氏
は、

香
港
総
領
事
館
在
任
中に
「
輩
蝕
檀
滅
の
虞
あ
る
古

文
告
を
補
綴
盤
理
し、
更に
調
査し
た
る
資
料
に
依
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通合
同必
UJU
は高
備がも
の
可
制剖

い
に
し
ろ、
毎
年
あ
る
程
度
の
利
刊
を上
げ
る
と
と

に
成
功
し
て
い
る。
ζ
の
工
場で
の
グ

オ
モ
チ
ャ
の

デ
ザ
イ
ナーd
た
ち
の
恩
標
は
H

心
理
学
者 、
社
会

学
者 、
教
育
者
た
ら
ん
と
す
る
と
と
九
彼
らは
オ

モ
チャ
に
関
す
る
文
献に
目
を
過
す
だ
け
で
な
く 、

子
供と
文
通
し
た
り、
幼
稚
園 、
学
校
を
訪
れ、
子

与持母

いかにも安物といったオモチャ

PANA
 

ペ モ 供iて チ た｜い ャ ち l
る に の。 は 窓フ 見ーア を ly 取 ｜タ り ｜ジ 入’

1 れ Eが よ i必 う l要 と 1
な しの て
だ い」 る
と 。
述 オ

。

障

害
は
H

過

度
の

法

的

規

制
d

し
か
し、
と
うし
た
企
業の
努
力
を
妨
げ
て
い
る

も
の
が
あ
る、
と
同
記
事は
指
摘。
そ
れは
「
過
度

の
法
的
規
制
で
あ
る。
子
供
に
と
っ
て
も
企
業に
と

っ
て
も
利
益は
ない。
法
的
規
制はp
hs
役
所
仕
事グ

を
増
や
し
て
い
る
に
す
ぎ
ない」
と
し、
さ
ら
に、

「
法
規
に
か
なっ
た、
合
法
的
な
オ
モ
チ
ャ
が
売
り

場
に
並
ぶ
の
に
非
常
な
時
間
が
か
か
る。
グ
ど
れ
だ

け
の
時
間と
経
費
と
神
経d
が
設
や
さ
れて
い
る
ζ

と
か
？」
と
述べ、
「
役
人
天
国」
ソ
述
の
硬
直
化

し
たシ
ス
テ
ム 、
組
織
が
と
うし
た
産
業 、
企
業の

障
害
と
なっ
て
い
る
か
を
厳し
く
批
判
し
て
い
る。

そ
し
て
ソ
連の
オ
モ
チ
ャ
産
業の
活
性
化
につ
い

て
次
の
よ
うな
提
案
を
行っ
て
い
る。
そ
れは
「ジ

ェ
ツ
キ
1・
ミ
I
ル
の
売
り
揚
に
オ
モ
チ
ャ
の
普
し

悪
し
を
判
断
さ
せ
て
は
ど
うか
？
見
本
品
を
売
り

場
に
置
き、
売
れ
行
き
を
見る。
売
れ
れば
大
盆
生

産
に
踏
み
切
れば
よい。
と
れ
ま
で
は一
部の
才
能

の
ない
専
門
家の
判
断
に
任
せ
す
ぎ
た」
と
し
て
い

る。
ま
た
オ
モ
チ
ャ
産
業に
銀
行
（
政
府）
は
もっ

と
融
資
を
行
うべ
き
で、
オ
モ
チ
ャ
産
業の
市
場は

広い
の
だ
か
ら、
十
分
な
利
潤
を
上
げ
る
と
と
が
可

能
だ
｜｜
と
指
摘
し
て
い
る。

そ
し
て
最
後に
「
今
日 、
オ
モ
チ
ャへ
の
需
要は

圏
内 、
圏
外
を
問わ
ず
高
まっ
て
い
る。
外
国
製
品

と
の
競
争に
弱い
の
は
専
門
家
た
ち
が
後
れ
を
と
っ

て
い
る
か
ら
だ。
技
術
的
な
遅
れ、
と
りわ
け
技
術

設
仰の
遅
れが
自
に
つ
く」
と
述べ、
と
の
記
事は

終わっ
て
い
る。
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と
うし
た
状
況
は
ソ
連で
は
な
に
も
オ
モ
チ
ャ
だ

け
に
限っ
たと
と
で
は
ない。
ソ
迎
経
済の
停
滞
が

と
と
ど
と
く
と
うし
たシ
ス
テ
ム 、
組
織の
が

硬
直

化d
k
起
因
し
て
い
る
と
と
が
重
ね
て
指
摘
さ
れて

い
る。
と
れ
を
立
て
直
す
に
は、
と
れ
らシ
ス
テ
ム

組
織の
強
化 、
そ
れと
並
行
し
て
「
先
端
技
術」
の

各
部
門へ
の
早
期
導入
以
外
に
道は
ない。
膨
大
な

軍
跡
捜
を
抑
制
しつ
つ 、
圏
内
経
済の
立
て
直し
を

図
る
と
と
が
急
務
と
み
ら
れて
い
る、
新
政
掘
に
と

っ
て、
オ
モ
チ
ャ
産
業につ
い
て
の
勺
フ
ラ
ウ
ダ」

紙
の
指
摘は、
単
に
オ
モ
チ
ャ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
ない
と
い
え
よ
う。

ち
な
み
に、
ソ
連で
は
オ
モ
チ
ャ
の
主
流
を
占
め

て
い
る
の
は
グ

職
事
や
機
関
銃d
な
ど
の
「
軍
事
兵

器」
な
の
で
あ
る
が
「
平
和
路
線」
を
打
ち
出
し
つ

つ
あ
る
新
政
権に
と
っ
て、
オ
モ
チ
ャ
に
つ
い
て
も

「
輪
車
よ
り、
マ
イ
クロ
コ
ン
ピュ
ー
タ
l
内
蔵の

グ
l
ム
ウ
オッ
チ、
テレ
ピ
グ
l
ム
を：：：」
と
い

世界選報
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連載／香港ーその歴史と未来＠

っ
て
考
証
を
孟
ね」 、
「
香
港
を
中
心
と
す
る
我
が

南
方
設
展
に
買
献
し
た
る
先
人
の
足
跡
を」
記
録
し

て、
昭
和
十一
（一
九
三
六）
年
初
め
か
ら
同
年
七

月
末
ま
で
当
時の
香
港
の
邦
字
紙
『
香
潜
日
報』
に

連
載
し
た。
と
の
記
事
が
翌
昭
和
十
二
年五
月 、
窒

穂
綿
督
府
熱
帯
産
業
調
査
官
（
翠
北）
よ
り
『
明
治

初
年に
於
け
る
香
潜
日
本
人』
（
熱
帯
産
業
調
査
曾

叢
窃
第五
磁）
と
題し
て
到
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。本
部
は、
著
者
が
「
昭
和
九
年
四
月
末
以
来
香
港

総
領
事
館
在
勤
中
間
館
所
蔵の
古
記
録
中
由畑山田
甚
だ

し
き
も
の
あ
る
を
認
め
且
香
港
に
は
未
だ
在
留
邦
人

史
な
る
も
の
L
存
し
ない
の
を
嘆
き
右
記
録
を
基
本

と
し
て
之
に
各
種
資
料
を
参
酌
し
て」
執
錯
し
た
と

同
魯
「
は
し
が
き」
に
あ
る
が、
明
治
初
年
よ
り
自

治
戦
争
に
い
た
る
時
期
の
配
録
と
し
て、
著
者の
情

熱
が
お
の
ず
と
伝
わ
っ
て
く
る。

と
の
貴
重
な
資
料
を
座
右
に
し
て、
日
本と
香
港

と
の
関
係
を
略
記
す
れば、
以
下の
と
必
り
で
あっ

た。わ
が
国
が
香
潜
に
日
本
領
事
館
を
開
設
し
た
の
は

明
治
六
（一
八
七
三）
年
四
月二
十
日 、
つ
ま
り
今

か
ら
百
十
二
年
も
以
前
の
と
と
で
あ
る。
初
代の
館

長
位 、
林
道
三
郎
副
領
事で、
管
踏
区
竣
は
英
領
香

潜
の
ほ
か
中
国（
消）
領の
広
東 、
油
顕 、
理
州
で
あ

り、
当
時の
領
事
館は
ヴェ
ル
プ
と
い
う
場
所
（
宋

群）
に
あっ
て、
ほ
か
に
尾
崎
逸
足
窃
記
生
と
お
届

い
英
人マ
ク
ド、不
ル
が
勤
務
し
て
い
た。

当
時の
呑
潜は、
名
望
日い
第七
代
ケ
ネ
ディ
総

督
〈ω町
〉尽r
日
Edq
州立
何冊
目白
身 、
一
八
八

七
年に
香
港
最
初の
銅
像
が
植
物
園の
上
方
に
建
て

ら
れ
た）
の
治
下
に
あっ
た
が、
在
留
邦
人
と
し
て

は
横
浜の
駿
府
屋
点
太
郎
商
店の
分
店・
艶
浦
雄
が

中
環
大
衡
に
塗
り物・
小
間
物の
店
を
出
し
て
い
て、

二
人
の
日
本
人
が
そ
と
に
い
た
ほ
か一
人
が
存
す
る

の
み
で
あっ
た。
翌
明
治
七
（一
八
七
四）
年に
は

帝
国
軍
艦・
容
日
が
弁
上
出足
蔀
少
佐
に
率い
ら
れて

初
め
て
香
港
に
入
渇
し
て
お
り、
香
港
領
事
館の
基

礎
を
固
め
た
安
藤
太
郎
問
領
事
が
魁
任
し
て
い
る。

折
か
ら
征
斡
論
が
朝
野
を
賑
わ
し
た
あ
と、
「
台
湾

征
伐」
が
日
本の
外
交
懸
案
と
し
て
登
場
し
て
き
た

た
め
に、
香
潜
領
事
館
存
続の
可
否
を
懐
疑
し
た
安

藤
副
領
窃の
上
申
に
たい
し
て、
日
本
政
府
は
逆
に、

香
港
領
事
館の
必
要
性
を
明
白
に
指
示
し
て
き
た
の

で
あ
る。

明
治
八
（一
八
七
五）
年の
香
潜
に
は
十
三
人
の

邦
人
（
領
事
館
員
六
人 、
駿
浦
鏡
三
人 、
床
屋
夫
婦

二
人 、
外
入
居い
女二
人）
が
存
在
し
た
が、
と
の
頃

に
な
る
と、
日
本の
貿
易
銀
が
香
港
に
広
く
流
通し

は
じ
め
た。

安藤
副
領
事
が
領
事
に
昇
任
し
た
明
治

十
（一
八
七
七）
年に
な
る
と、
日
本
政
府
も
大
難

卿・
大
限
宜
偲の
方
針
で
香
港
政
策
を
さ
ら
に
霊
視

し、
第一
銀
行の
湛
揮
柴一
頭
取
ら
と
は
か
つ
て、

翌
明
治
十一
（一
八
七
八）
年に
は
三
弁
物
産
香
港

支
店
が
開
設
さ
れ
た。
次い
で
と
の
年に
は、
日
本

の
海
産
物
を
扱
う
開刷
業
商
合
香
港
支
店
も
閉
店
し
て

い
る。
さ
ら
に
明
治
十
三
（一
八
八
O）
年に
は、

三
菱
汽
船
会
社
（
郵
便
気
船
三
菱
曾
社）
が
香
港
支

店
を
聞
き 、
同
社
船の
香
港
航
路
が
開
航
し
た。

し
か
し、
そ
の
後の
香
潜の
不
況
も
あっ
て、
三

井
物
産
や
廃
業
商
舎
は
明
治
十
五
（一
八
八
二）
年

に
香
港
支
店
をい
っ
た
ん
閉
鎖
し
て
お
り、
三
菱
汽

船
も
間
も
な
く
香
潜
航
路
を
停
止
す
る
な
ど、
と
の

頃、
盛
ん
に
日
本海
軍の
軍
艦
が
寄
港
し
た
り 、
か

つ
て
若
き
自
に
上
海
か
ら
ジ
ャ
l
ディ
ンH
マ
セ
ソ

ン
商
会の
援
助
で
渡
英
し
た
伊
藤
時
文・
参
議
が
憲

法
制
定
調
査の
た
め
の
訪
欧
す
る
際に
寄
港
す
る
と

い
っ
た
鎖
繁
な
往
来
と
対
照
的
な
動
き
を
示
し
た
の

で
あっ
た。
翌
明
治
十
六
（一
八
八
三）
年に
は、

在
任
九
年に
及
ん
だ
安
藤
領
事
（の
ち
の
ホ
ノ
ル
ル

総
領
事）
が
帰
任
し
て
お
り、
日
本・
香
港
関
係
の

草
創
期
が
と
と
に
画
さ
れ
た
と
もい
え
よ
う。
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か

ら

ゆ

き

さ

ん

と

日

本
医

学

界

三
井
物
産
は
明
治
十
九
（一
八
八
六）
年 、
再
び

香
港
支
店
を
聞い
た
が、
そ
の
ほ
か
に
は
領
事
館
関

係
を
除
く
と
貿
易
商・
日
下
部
商
店
ほ
か
写
真
店 、

瀬戸
物
店 、
呉
服
店 、
宿
屋
な
ど
が
あ
る
の
み
で、

すで
に
百
六
十
数
人
に
なっ
て
い
た
香
港
居
留
邦
人

の
大
半は、
い
わ
ゆ
る
娘
子怒
や
そ
の
関
連の
貸
座
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政
業
者 、
飲
食
店 、
カ
フ
エ
ー
な
ど
で
あっ
た。
奥

田
氏は
と
の
点
を
「
堅
買
な
る
邦
人
の
進
出
と
は
去

る
都
尚
遣い
も
の
が
あっ
た」
と
述べ
て
い
る。

と
う
し
て、
の
ち
に一
九
三
五
年に
香
潜の
公
娼

制
度
が
禁
止
さ
れ
る
ま
で、
香
港
と
日
本
の
関
係

は、
わ
が
国の
南進
の
歴
史
の
通
例
と
し
て、
密
航

船
や
石
炭
船
に
強
制
的
に
積
み
込
ま
れ
た
日
本
娘
子

軍（
か
ら
ゆ
き
さ
ん）
に
よ
る
グ

進
出d
の
歴
史
で
あ

っ
た。
「
香
港
在
留
邦
人
の
歴
史
の一
半は
と
の
娘

子
軍
の
歴
史
で
あ
る。
香
港
在
留
邦
人
が
全
紐
的
に

健
全
な
る
集
回
を
作
り
始
め
た
の
は
恐
ら
く
大
正
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
ら
う」
（
前
出
『
明
治
初
年に
於

け
る
香
潜
日
本
人』
）
と
い
う
現
実
が
あっ
た。
今

日、
ハ
ッ
ピ
ー・
ヴ
ア
レ
1

（
飽
罵
地）
の
墓
地
の

一
角
に
あ
る
日
本
人
墓
地
に、
と
れ
ら
娘
子
軍
の
粗

末
な
墓
石
を
見い
だ
す
と
き 、
や
は
り
深
い
感
慨
に

と
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
ない
（
な
お、
中
国
南
部
沿
海

地
方
か
ら
の
女
性
略
売に
つ
い
て
詳
し
く
は、
可
児

弘
明
著
『
近
代
中
国の
苦
力
と
『
箱
花』
〈
岩
波
書

店 、
一
九
七
九
年〉 、
参
照）。

や
が
て
わ
が
国は一
八
九
四
年
八
月 、
目
前
戦
争

に
突
入
し、
清
朝
の
弱
体
が
露
呈
さ
れて
ゆ
く。
一

九
O二
年の
日
英
同
盟
の
成
立
は、
香
潜と
日
本の

関
係
に
も
影
響
し、
日
本の
南
進
の
拠
点
と
し
て
香

港は
位
置
づ
け
ら
れ
た
が、
日
露
戦
争
直
後
の
明
治

三
十
八
（一
九
O
五）
年
に
は
香
港
日
本
倶
楽
部
が

聞
か
れて、
香
港
の
山
手
放
と
下
町
族
と
の一
定
の

二i

隊
和
も
は
か
ら
れ
た。

ζ
の
よ
う
に
全
般
的
に
誇
るべ
き
歴
史
に
乏
し
か

っ
た
香
港
と
日
本と
の
関
係
に
お
い
て
特
怨
すべ
き

出
来
事は、
日
清
戦
争
開
戦
の
明
治二
十
七
（一
八

九
四）
年五
月
以
降 、
香
港で
狙
獄
を
き
わ
め
たペ

ス
ト
（
黒
死
病）
の
流
行に
たい
す
る
日
本
医
学
界

の
貢
献
で
あっ
た。

と
の
年、
香
港は
広
東
か
ら
伝
染
し
たペ
ス
ト
に

よっ
て
死
毘
累々
、

全
く
生
き
地
獄
の
よ
う
な
境
地

に
陥
り 、
現
在
の
グ
ィ
ク
ト
リ
ア・ピ
l
ク
北
麓
の
中

国
人
街
を
中
心
に、
二
千
数
百
人
がペ
ス
ト
で
死
ん

だ。
市
民は、
グィ
ク
ト
リ
ア・
ピ
l
ク
に
ケー
ブ

ル
カ
ー

をつ
くっ
た
た
め
に
山
の
情
浄
を
汚
し
た
天

罰で
は
ない
か
と
呪い、
当
時二
十三
万五
千の
人

口
の
三
分
の一
段
香
港
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
い
う。

と
の
と
き 、
身の
危
険
を
目
し
て
香
港へ
救
揖
医
療

に
赴い
た
の
が
伝
染
病
研
究
所
の
北
里
柴
三
郎 、
東

大
医
学
部
教
授
の
背
山
胤
通 、
海
軍
大
学
の
石
神
亨

の
各
捕博士
ら
で
あ
り、
そ
れに
協
力
し
た
香
港
の
開

業
医・
中
原
富三
郎
ら
で
あっ
た。
医
療
活
動
の
途

中で
中
原
医
師
は
感
染
し
て
艶
れ、
背
山 、
石
神
両
博

士
も一
時
死
地
を
さ
ま
よっ
た
が、
コ
ッ
ホ
の
高
弟

と
し
て
知
ら
れ
る
北
里
博
士
はつ
い
にペ
ス
ト
菌
を

発
見、
ペ
ス
ト
予
防
に
か
ん
す
る
世
界
史
的
念
貢
献

をと
の
香
港
の
地
に
おい
て
成
し
遂
げ
た
の
で
あっ

た。
北
里
博
士
の
名
は、
と
う
し
て
歴
史
に
残っ
て

い
る
が、
香
港
新
界の
青
山
（namZ

Mvgw）
お

あ よ
る ぴ。 汁宅ヲF司4

山手
道1の’
名
は
背
山
博
士
を
記
念
し
た
命
名
で

関世界週報

反
日
感
情
の
諸
相

今
世
紀
に
入
っ
て
わ
が
国は、
日
英
同
盟
を
基
礎

に
第一
次
世
界
大
戦で
も
イ
ギ
p
ス
と
協
力
関
係
に

あっ
た
た
め
に、
香
潜と
の
関
係
も
良
好
で
あっ
た

が、
や
が
て一
九二
五
年の
五・
三
O
運
動
期の
反

日
機
運の
高
揚の
の
ち
二
九三一
年の
満州
事
変 、

一
九
三
七
年の
日
中
戦
争の
勃
発
を
経
て、
香
港
中

国
人
の
反
日
感
情
が
次
第に
強
ま
り 、
そ
れは
第二

次
大
戦
中の
三
年
八
カ
月
に
わ
た
る
日
本の
香
港
占

領
と
軍
政
に
よっ
て
頂
点
に
達
し
た
（ζ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
は、
すで
に
本
連
職
第
E
部
「
歴
史
と
し

て
の
香
港」
で
詳
述）。

第二
次
大
戦
後 、
わ
が
国は一
九五一
年の
サ
ン

フ
ラン
シ
スコ
講
和
条
約
締
結の
の
ち一
九五
二
年

十
月
に
香
潜
総
領
事
館
を
再
開
し、
以
後 、
概ね
順

調に
香
潜と
の
関
係
を
形
成
し
て
き
た。
現
在
は、

日
本と
香
潜と
の
関
係
が、
経
済
的
に
著
し
く
強
ま

り 、
日
中
関
係
も
緊
密
化
し
て
い
る
だ
け
に、
香
港

中
国
人
の
反
日
感
情
も
表
面
化
し
て
は
い
ない
け
れ

ど、
そ
の
滞
在
的
な
水
脈
は
依
然
と
し
て
脈
打っ
て

い
て、
し
ば
し
ば
きっ
か
け
を
探
し
て
問倣
的
に
噴

出
す
ると
と
を
忘
れて
は
な
ら
ない。
そ
の
よ
う
な
1錦5.4.30/5. 7 
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反
日
感
情は一
九
八二
年
夏の
い
わ
ゆ
る
「
教
科
笹

問
題」
で
も
噴
出
し
た
の
で
あっ
た。

し
か
も、
香
港
中
国
人
の
反
日
感
情は、
と
の
社

会
が
植
民
地
社
会と
し
て
の
屈
折
し
た
心
理
を
宿
し

て
い
る
だ
け
に、
中
国
大
陸
や
南
北
朝
鮮町
の
そ
れ
と

も 、
東
南
アジ
ア
諸
国
や
担割
合
に
よっ
て
は
台
湾
の

反
日
感情
と
も 、
一
色
違っ
た
激
し
さ
を
もっ
て
い

，。。私
も
かつ
て
幾
度
か
香
港
中
国
人
の
根
深
い
反
日

感
情
に
触
れ
た
個
人
的
体
験
を
もつ
が、
つ
い
最
近

も
そ
の
よ
う
な
場
面
に
出
く
わ
し
た。
そ
れ
は、
本

連
織
の
し
め
く
く
り
の
意
味
で
去
る
四
月
上
旬
に
香

港
に
滞
在
し、
同
行の
時
事
通
信
記
者
S
氏
と
深
別

を
訪
れ
て
香
潜へ
戻
る
列
車の
な
か
で
の
と
と
で
あ

る。
折
か
ら
清
明
節
と
重
なっ
て
車
中は
満
員で
あ

っ
た
が、
香
潜
側・
羅
湖
駅で
列
車
を
待っ
て
座
席

に
指
き、
S
氏
の
席
を
隣
に
磁
保
し
た
と
と
ろ 、
そ

とへ
香
潜の
宵
年
が
割
り
込
ん
で
き
て
席
を
軽い 、

そ
の
う
え
激
し
く
思
態
をつ
い
た。
外
国
人
だ
か
ら 、

ま
し
て
や
日
本
人
だ
か
ら
席
を
諮
ろ
う
な
ど
と
い
う

気
配
は
さ
ら
さ
ら
な
い
二
瞬
唖
然
と
し
た
も
の
の、

と
れ
は
ひ
ど
い
と
思っ
て
ね
が
「
自
分
で
席
を
侵
略

し
て
お
い
て
何
をい
う
か」
と
強
く
諌
め
る
と、
そ

チu’’唱占星

の
「
侵
略」
と
い
う
言
葉
が
刺
激
的
だっ
た
の
だ
ろ

う 、
私
も
哨
墜
に
他
の
言
葉
を
探
し
出
せ
な
かっ
た

の
で
あ
る
が、
横に
立っ
て
い
た
中
年の
男
が
今
度

は
香
港
市川
年に
加
勢
し、

車中い
っ
ぱ
い
に
聞と
え

る
大
声で
「
日
本は
中
国
を
侵
略
し、
香
港
を
占
領

し
た
で
は
な
い
か」
と
わ
め
き
出
し
た
の
で
あ
る。

私
も
と
れは
原
則
問
題
だ
と
思っ
て、
「
そ
れは

別
問
題
だ。
人
の
席
を
奪
うと
と
と
関
係
な
い
と
と

だ」
と
強
く
や
り
返
し
た
の
だ
が、
と
と
に
見ら
れ

る
よ
う
な
場
面は、
お
そ
ら
く
容
港
以
外で
は
生
じ

念い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
年
上
の
人
を
押
し
の
け

て
も、
外
国
人
を
押
し
の
け
て
も
席
を
奪い 、
そ
の

う
え
「
日
本
市中
国主
義
の
侵
略」
に
す
り
か
え
る
あ

た
りは、
い
か
に
も
香
港
中
国
人
の一
つ
の
相
貌
を

表
現し
て
い
る。

l錦5. 4.30/5. 7 

反

日
の

根拠

地

に

な

る

可

能

性
も

と
の
よ
う
な
反
日
感
情
を
底
流
に
し
て、
日
本
企

業
が
香
潜に
進
出
し
は
じ
め
た一
九六
三
年 、
香
港

国
連
協
会は
軍
政
下で
の
中
国
人
約
千
人
の
殺
笹
と

い
う
理
由で
三
千
七
百
万
ポ
ン
ド（三
百
七
十
億
問）

の
対
日
血
償
要
求
を
提
起
し
たと
と
が
あっ
た
が、

かつ
て
私
が
香
港
に
在
住
し
て
い
た一
九
七
O
年
当

時
も
「
香
潜
索
償
協
会」
そ
の
他
の
団
体
が
組
織し

て
日
本
総
領
事
館に
陳
情
デモ
を
か
け
た
対
日
血
債

t世界週報国



要
求
運
動
が
起
と
っ
て
お
り 、
そ
れ
は
日
本
軍
政
下

で
約
三
位
向
〈
当
時〉
に
の
ぼ
る
ほ
票
を
強
制
的
に

香
港
ド

ル
と
替
え
さ
せ
た
と
と
へ
の
補
償
を
求
め
た

も
の
で
あ
っ
た 。
当
時
は
日
本
の
経
済
進
出
が
始
ま

っ
た
頃
だ
っ
た
の
で 、
そ
れ
を
「
日
本
軍
国
主
義
の

ア
ジ
ア
再
侵
略」
と
と
ら
え
る
論
調
が
強
か
っ
た
だ

け
に 、
「
三
年
零
八
カ
月
の
苦
難
／」
と
題
し
て
日

本
の
香
潜
占
領
時
の
罪
状
を
と
り
あ
げ 、
日

本映
画

で
あ
ろ
う
が 、
日
本
語
教
室
で
あ
ろ
う
が 、
すべ
て

「
日
本
軍
国
主
義
の
牒
略」
だ
と
岱
き
た
て
た
記
事

も
多
か
っ
た 。
ま
た 、
尖
閣
列
島
（
釣
魚
台）
問
題

が
と
れ
に
加
わ
っ
て
反
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
さ
ら
に

色
濃
く
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う 。

と
う
し
て
香
潜
に
は 、
明
治
四
十一
（一
九
O
八）

年
に
辰
丸
事
件
に
よ
っ
て
香
港
中
国
人
の
対
日
ボ
イ

コ
ッ
ト
1
日
貨
排
斥
運
動
が
最
初
に
起
ζ
っ
て
以

来 、
反
日
の
機
運
は
脈
々
と
続
い
て
き
た
と
い
え
よ

う 。
辰
丸
事
件
と
は 、
武
器
を
搭
載
し
た
日
本
船・

第
二
辰
丸
がマ
カ
オ
の
沖
合
で
靖
国
軍
艦
に
発
見
さ

れ 、
広
東
に
廻
航
さ
れ
て
清
国
兵
に
国
旗
を
引
き
お

ろ
さ
れ
た
た
め 、
わ
が
国
の
上
野
専一
・

広
東
領
事

が
厳
重
に
抗
践
し 、
日
の
丸
を
掲
げ
さ
せ
た
う
え
に

二
十一
発
の
礼
砲
で
謝
罪
さ
せ
た
事
件
で
あ
り 、
と

れ
に
憤
激
し
た
香
潜
中
国
人
が
日
貨
排
斥
に
立
ち
あ

が
っ
た
事
件
で
あ
っ
た 。

爾
来
八
十
年
に
近
く 、

容
渇
に
は
し
ば
し
ば
反
日

の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
だ
け
に 、
も
し
も
日
中

.. 

関
係
が
悪
化
し
た
り 、
中
国
の
対
日
政
策
に
変
化
が

生
じ
た
場
合
に
は 、
イ
ギ
p
ス
統
治
下
か
ら
離
れ
た

「
中
国
香
港」
は 、
よ
り
直
接
的
に
反
日
の
根
拠
地

に
な
る
可
能
性
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
と
い
え
よ

〉フ 。
日
中
友
好
と
香
港

一
九
七
0
年
代
初
頭
以
来
の
日

中友
好

関
係
の
形
成
が
呑
潜
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
大
き
か

っ
た 。
一
方 、
イ
ギ
リ
ス
は
ポ
ン
ド

切
り

下
げ 、
ス

エ
ズ
以
東
か
ら
の
撤
退
に
見
ら
れ
る
後
退
を
見
せ 、

ア
メ
p
カ
も
ヴェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
敗
北
に
よ
っ
て

ア
ジ
ア
か
ら
撤
退
す
る
姿
勢
を
示
す
な
か
で 、
日
本

の
香
港
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
著
し
く
増
大
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず 、
当
面 、
右
に
見
た
よ
う
な
反
日

感
情
が
爆
発
す
る
気
配
が
な
い
と
と
は
幸
い
で
あ

る 。 し
か
し 、

そ
れ
ど
と
ろ
か 、
英
中
合
意
前
後
の
時
期
に
英
系

資
本
が
香
港
か
ら
の
徴
収
姿
勢
を
示
す
な
か
で 、
む

し
ろ
日
本
の
対
香
港
投
資
は 、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

再
び
活
発
化
し
て
き
で
い
る 。
と
う
し
て
香
港
と
日

本
と
の
経
済
関
係
は 、
貿
易

総額
で
六
百
二
十
四
億

四
百
万
香
港
ド

ル
（
八
十
億
五
十一
万
米
ド

ル） 、

う
ち
対
日
地
場
輸
出
五
十一
億
五
千
百
万
香
港
ド

ル

（
六
億
六
千
三
十
八
万
米
ド

ル） 、

対
日
一舟
輸
出
四

十
六
億
三
千
三
百
万
香
港
ド

ル
（
五
億
九
千
三
百
九

十
七
万
米
ド

ル） 、

日
本
か
ら
の
輸
入
五
百
二
十
六

億
二
千
万
香
潜
ド

ル
（
六
十
七
億
四
千
六
百
十
五
万

米
ド

ル）
に
達
し 、
日
本
は 、
四
百
二
十
八
億
三
千

六
百
万
香
港
ド

ル
（
五
十
四
億
九
千
百
七
十
九
万
米

ド
ル）
と
い
う一

方
的
な
貿
易
黒
字
を
形
成
し
て
い

る 。
香
港
に
お
け
る
日
本
製
品へ
の
需
要
が
い
か
に

綴
強
い
か
を
示
し
て
い
よ
う 。

印世界週報

と
う
し
て
日
本
は
香
港
に
と
っ
て
中
国
（
シ
ェ
ア

二
五
・

O
M）
に
次
ぐ
第二
の
輸
入
先
（
同一一一一一・

六
%）
で
あ
り 、

輸
出
先
と
し
て
は
第
五
位
を
占
め

て
い
る
（
以
上
の
数
字
は一
九
八
四
年
現
在） 。

ま

た 、
製
造
業へ
の
直
接
投
資
残
高
は
二
十
三
億
六
百

万
香
港
ド

ル
（
二
億
九
千
五
百
六
十
四
万
米
ド

ル）

と
ア
メ
リ
カ
（
シ
ェ
ア
四
六
・

二
形）
に
次
い
で
第

二
位
（
同二
九・
図
形）
の
地
位
に
あ
る 。
以
上
の

関
係
を
日
本
側
か
ら
見
る
な
ら
ば 、
香
潜
は
日
本
に

と
っ
て
日
本
の
全
輸
出
の
三・
六
Mm
を
占
め
る
第
五

位
の
輸
出
市
場
で
あ
り 、
日
本
の
海
外
直接
投
資
の

第
七
位
の
相
手
国
（
地
核）
と
い
う
孟
要
性
を
も
っ

て
い
る
（
以
上
の
数
字
は 、
い
ず
れ
も一
九
八
三
年

現
在） 。
と
の
よ
う
な
呑
潜
の
重
要
性
の
ゆ
え
に 、

わ
が
国
に
と
っ
て
も
容
潜
の
繁
栄
が
維
持
さ
れ
る
と

と
は 、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
基
本
的
な
理
由
か
ら

是
非
必
要
だ
と
藤
井
宏
昭・
現
呑
潜
総
領
事
は
賠
っ

て
い
る 。

羽田.4.30/5. 7 

「
第一
に
香
港
は
中
国
の
現
代
化
に
果
た
すべ
き
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不
可
欠
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
と 、
第
二
は 、
香

港
が
A
S
E
A
N
諸
国
治
よ
び
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の

経
済
発
展
に
大
き
く
買
献
し
得
る
と
と 、
第
三
は 、

香
港
が
ア
ジ
ア
全
域
で
もっ
と
も
国
際
化
さ
れ
た
都

市
で
あ
り 、

非
ア
ジ
ア
地
域
の
ア
ジ
アへ
の
関
心
を

引
き
つ
け
る
触
媒
の
役
割
を
果
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あ
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と
の
よ
う
に
日
本
に
と
っ
て
香
港
の
もつ
重
要
性

が
大
き
い
だ
け
に 、
中
国
の
将
来
の
政
策
的
変
化
に

よ
っ
て 、
香
港
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
日
本
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安

も
当
然
存
在
す
る 。
と
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
笑
中

究渉へ
の
不
安
か
ら
香
港
ド

ル
が
暴
落
し
て
い
た一

九
八
三
年
九
月
三
十
日 、
日
本
社
会
党
の
石
橋
委
員

長
を
団
長
と
す
る
訪
中
団
と
会
見
し
た
胡
掘
邦
総
書

記
は
「
台
湾
や
香
潜
に
は
日
本
の
企
業
は
た
く
さ
ん

あ
る
し 、
と
れ
を
損
な
う
ζ
と
は
し
な
い 。
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
と
と
を
保
障
す
る」
と
表
明
し
た
ζ
と

が
あ
っ
た（
北
京
発
l

時
事
電
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞』

一
九
八
三
年
九
月
三
十
日
付） 。
ま
た 、
訪
日
し
た

呉
学
説
外
交
部
長
に
た
い
し
て
安
倍
外
相
は一
九
八

四
年
八
月
十
八
日 、
香
港
返
還
後
の
日
本
企
業
の
権

益
保
護
に
つ
い
て
要
望
し 、
香
港
の
主
描
回
復
後
も

「
外
国
資
本
の
権
益
を
保
証
し 、
経
済
活
動
を
従
来

通
り

維
持
す
る
た
め
保
護
を
与
え
る
と
と
に
念
ろ

う」
と
の
発
言
を
引
き
出
し
て
い
る
（『
朝
日
新
聞』

一
九
八
四
年
八
月
十
八
日
付） 。

企
業
進
出 、
再
び
活
発
化

ζ
の
よ
う
な
経
締
の
の
ち
の
英
中
合
意
で
あ
っ
た

だ
け
に 、
ζ
の
と
ζ
ろ
日
本
企
業
の
香
港
進
出
は 、

再
び
活
発
化
し 、
と
く
に
流
通
産
業
の
進
出
が
著
し

い 。
香
港
に
は
す
で
に一
九
六
0
年
代
初
頭
以
来
の

歴
史
を
も
っ
香
港
大
丸
の
ほ
か
に
七
0
年
代
に
な
る

と
伊
勢
丹 、
松
坂
屋 、
三
越 、
東
急
の
各
百
貨
店
が

進
出
し
て
い
る
が 、
最
近 、
大
手
ス
ー

パ
ー

八
百
半

が
新
界
の
沙
問
に 、
そ
ご
う
が 、
香
港
大
丸
に
近
い

銅
鐸
湾
K
進
出
す
る
と
と
と
な
っ
て 、
そ
の
規
模
の

大
き
さ
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る 。
流
通・
商
業
部
門

以
外
で
も
Y
K
K
吉
田
工
業
が
新
界
の
ニ
ュ
！

タ
ウ

チayムu’
ン
屯
門
に
巨
大
な
第
二
工
場
ピ
ル
を
建
て
て
い
る
ほ

か 、
地
下
鉄
拡
張
工
事
で
も
日
本
の
主
要
土
木
会
社

が
契
約
の
半
分
以
上
を
間
け
負
っ
て
い
る 。

と
う
し
て
香
港
は 、
日
中
友
好
関
係
を
背
最
に 、

日
本
と
の
関
係
を
さ
ら
に
緊
密
化
し
つ
つ
あ
る
が 、

そ
ζ
に
も
緊
急
に
解
決
を
迫
ら
れ
る
べ
き
問
題
が
な

い
わ
け
で
は
な
い 。
か
つ
て 、
香
港
の
経
済
的
発
展

に
つ
れ
て 、
日
本
か
ら
索
材
や
原
材
料
製
品
が
大
量

に
輸
出
さ
れ 、
香
港
が
日
本
の一
方
的
念
輸
出
市
場

一
九
七
八
年
十一
月 、
マ
ル
ク
ホ

ー
ス
総
督
や
Y－
K・
カ
ン
（
簡
悦
強）
東
亜
銀
行

会
長
ら
呑
潜
経
済
使
節
団
が
勘
臼
し
て
日
本・
香
潜

関
係
の
調
整
を
は
か
り 、
日
本・
香
潜
経
済
合
同
委

員
会
が
発
足
し
た 。
今
回 、
英
中
合
意
の
の
ち
にユ

ー
ド

総
督
を
代
表
と
す
る
訪
日
香
港
経
済
使
節
団一

行
は 、
Y
－

s・
チュ
ン
（
鍾
土
元）
行
政
評
議
会

議
員 、
M－
G－
R・
サ
ン
ド

バ
1

グ
香
潜
上
海
銀

行
会
長 、
Y－
K・
パ
オ
（
包
玉
剛）
ワ
ー

ル
ド
ワ

イ
ド
・

シ
ッ
ピ
ン
グ・
グ
ル
ー

プ
会
長
ら
を
伴
っ
て

去
る一
九
八
四
年
十二
月
に
来
日
し 、
日
本
の
対
香

港
投
資
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に 、
貿
易
不
均
衡
の

是
正 、
特
恵
例
外
品
目
を
め
ぐ
る
問
題
の
処
理
念
ど

に
つ
い
て
の
日
本
側
の
政
策
改
替
を
強
く
要
諭
し
て

い
た 。

に
な
っ
て
い
た 、
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今
日 、
香
港
に
は
わ
が
国
の
企
業
約
千
社
が
進
出

し
て
お
り 、
ま
た
香
港
社
会
で
の
日
本
語
学
習
熱
も

高
く 、

観
光
客
は
日
本
か
ら
年
間
約
五
十
万 、
香
港

か
ら
同
約
二
十
万
が
訪
問
す
る
な
ど
民
間
の
交
流
も

進
ん
で
い
る
だ
け
に 、
と
の
よ
う
な
香
港
が
将
来
ど

の
よ
う
に
なっ
て
ゆ
く
か
と
い
う
歴
史
の
実
験
に
か

ん
し
て
は 、
わ
れ
わ
れ
も
決
し
て
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
い 。

香
港
の
将
来
を
冷
静
に
見
つ
め
る
と
と
が
是
非
と

も
要
請
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う 。
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